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大分地方最低賃金審議会（専門部会）の開催について 

 

標記の審議会を下記のとおり開催いたします。 

傍聴を希望される方は、下記の５．申込要領によりお申込みください。 

 

                  記 

 

１. 日  時   令和５年７月 27 日（木）  午後１時 30 分から 

２. 場  所   大分第２ソフィアプラザビル ４階会議室 

（大分市東春日町 17 番 20 号） 

３. 議  題 

（１）委員の任命について 

（２）部会長・同代理の選出について 

（３）大分地方最低賃金審議会大分県最低賃金専門部会運営規程について 

（４）参考人意見聴取について 

（５）今後の審議の進め方について 

（６）その他 

４. 傍 聴 者   若干名 

５. 申込要領 

（１）傍聴希望者は、傍聴希望の旨を明記し、審議会の開催日、住所、氏名、電話番

号、及び所属を御記入の上、メールまたは、郵送（記載例参照）にて以下の宛先

までお申込みください。 

申込締切日は令和５年７月 25 日（火）午後５時（必着）です。 

〈メール〉：chinginshitsu-ooitakyoku@mhlw.go.jp 

〈郵 送〉：大分労働局労働基準部賃金室あて 

           〒870-0037 

大分市東春日町 17 番 20 号 大分第２ソフィアプラザビル６階 

 

令和 ５ 年 ７ 月 21 日 （金） 

【照会先】 

大分労働局労働基準部賃金室 

室   長   金田 博幸 

賃金補佐   田口 嘉久 

（電話）097（536）3215 内線 640 

Press Release 



 

 

（２）会場の収容人数に限りがありますので、希望者多数の場合には抽選とさせてい

ただきます。 

（３）なお、事前にお申込みいただいた御本人であることを確認させていただく場合

がございますので、当日は、御本人であることがわかるものをお持ちください。 

 

６ そ の 他 

傍聴される場合には、別紙の留意事項を厳守してください。 

車椅子を御使用される方は、その旨を申込みの際にお書き添えください。また、介

助の方がいらっしゃる場合は、その方のお名前も併せてお書き添えください。 

 

７  添付資料  

  ① 令和５年度審議日程  

  ② 参考事項  

 

 

 

 

（申込書記載例） 

 

令和  年  月  日 

 

大分労働局 労働基準部 賃金室 あて 

 

  

傍 聴 申 込 書 

 

郵便番号    － 

 

電話番号   －    － 

 

所在地又は住所 

  

所属団体又は勤務先 

 

氏名  

 

 

 

 



(別紙) 

 

 

 

傍聴される皆様の留意事項 

 

１. 傍聴整理券番号と同じ番号の席に着席し、みだりに自席を離れないようにしてくだ

さい。 

２. 事務局の指定した場所以外の場所に立ち入ることはできません。 

３. 携帯電話等の電源は必ず切って傍聴してください。 

４. 写真撮影やビデオカメラ、テープレコーダー等の使用はできません。 

５. 静粛を旨とし、審議の妨害になるような行為は慎んでください。 

６. 審議における言論に対し、賛否の表明、又は拍手をすることはできません。 

７. プラカード、こん棒、旗、旗ざお、のぼり、横断幕、拡声器等審議の進行を妨げる

おそれのあるものは会場には持ち込めません。 

８. ヘルメット、はちまき、ゼッケン、腕章等は会場内で着用できません。 

９. 銃刀類その他危険なものを持っている方、酒気を帯びている方、その他秩序を乱す

おそれがあると認められる方の傍聴はお断りします。 

10. その他、大分労働局労働基準部賃金室職員の指示に従ってください。 

 

なお、これらの事項を守られない方については、退場を命ずる場合があります。 

 

 

 

 



年月日 曜日 開始時刻 会議名称 議事内容

7月4日 火 14:00 本審 会長等選出、改正諮問、運営規程

7月27日 木 13:30 専門部会
部会長選出、運営規程、

参考人意見聴取

8月1日 火 13:30 本審
目安伝達

特定最賃必要性有無諮問

8月1日 火 本審終了後 専門部会 金額審議（１回目）

8月2日 水 10:00 専門部会 （予備）

8月3日 木 10:00 専門部会 金額審議（２回目）

8月4日 金 10:00 専門部会 （予備）

8月7日 月 10:00 専門部会 金額審議（３回目）

8月7日 月 16:00 本審 答申：10月１日（日）発効

8月8日 火
10:00

16:00

専門部会

本審

金額審議

答申：10月４日（水）発効
予備日

8月9日 水
10:00

16:00

専門部会

本審

金額審議

答申：10月５日（木）発効
予備日

8月10日 木
10:00

16:00

専門部会

本審

金額審議

答申：10月６日（金）発効
予備日

8月17日 木 13:30 運営小委員会
特定最賃必要性の有無審議

参考人意見聴取

8月23日 水 10:00 本審 異議審議（8月7日結審分）

8月24日 木 10:00 本審 異議審議（8月8日結審分） 予備日

8月25日 金 10:00 本審 異議審議（8月9日結審分） 予備日

8月28日 月 10:00 本審 異議審議（8月10日結審分） 予備日

9月25日 月 13:30 特定最賃合同会議

9月28日～

10月24日
各部会 金額審議

10月25日 水 13:30 本審
特定最賃答申

12月25日（月）発効

11月10日 金 10:00 本審 異議審議

3月5日 火 16:00 本審 意向表明

*上記日程はやむを得ず変更する場合があります

令和5年度審議日程



 

【参 考 事 項】 

●地方最低賃金審議会とは 

地方最低賃金審議会（以下「審議会」という。）は労働局長の諮問機関であり、公益代

表委員・労働者代表委員・使用者代表委員各５名の計 15名で構成される。 

審議会は中央最低賃金審議会（厚生労働省に設置）から示された引上げ額の目安を参考

に、地域の実情（経済情勢、賃金、雇用状況、生活保護費の支給水準等）に応じた最低賃

金改正のための調査審議を行う。 

 

●最低賃金制度とは 

最低賃金制度とは、国が法的強制力（最低賃金法）をもって賃金の最低額を定め、使用

者に対してその金額未満の賃金で労働者を雇用することを禁止する制度。パートタイム労

働者を含むすべての労働者とその使用者に適用される。 

最低賃金額以上の賃金を支払わない場合には、罰則（最賃法第 40条：50万円以下の罰

金）が定められている。 

 

●目安制度について 

昭和 53 年から、地域別最低賃金の全国的整合性の確保に資するため、中央最低賃金審

議会が、47都道府県をＡ～Ｄの４ランクに分け、ランクごとに改定の「目安」を作成し、

地方最低賃金審議会へ提示することとしているが、令和５年度からは 47 都道府県をＡ～

Ｃの３つのランクに分け、目安を提示することとしている。 

目安は、地方最低賃金審議会の審議の「参考」として示すものであって、これに拘束さ

れるものではないこととされている。 

現在の都道府県別の最低賃金額は、Ａランクの東京都で 1,072円で最も高く、全国加重

平均は 961円（前年 930円）である。 

大分県を含むＣランクには、福岡（Ｂランク 900円）を除く九州・沖縄各県が含まれて

おり、現在の最低賃金額は、大分が 854円のほか、佐賀、長崎、熊本、宮崎、鹿児島、沖

縄が 853円である。 

 

【参考：大分県最低賃金額と前年度上昇率、上昇額】 

 29年度 30年度 令和元年度 ２年度 ３年度 ４年度 

最低賃金額 737円 762円 790円 792円 822円 854円 

対前年度上昇率 3.08％ 3.39％ 3.67％ 0.25％ 3.79％ 3.89％ 

対前年度上昇額 22円 25円 28円 2円 30円 32円 

 

●今後のスケジュール 

今後、大分地方最低賃金審議会において、中央最低賃金審議会から示される引上げ額の

目安（令和４年度は８月２日に提示）を参考に、地域の実情（経済情勢、賃金、雇用状況、

生活保護費の支給水準等）に応じた最低賃金改正のための調査審議を行い、審議結果につ

いて審議会会長から大分労働局長に対して答申がなされ、異議申出に関する手続を経て大

分労働局長が決定（令和４年度は 10月 5日発効）する。 

 






